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今月の表紙
猪苗代町民健康マラソ
ン 大 会 親 子 競 争 キ ッ
ズの部（年少～年長）。
ト ッ プ で ト ラ ッ ク に
戻ってきた一ノ瀬正人
さん愛

あ

希
き

ちゃん親子。
手をつないで最後のラ
ス ト ス パ ー ト。（ 関 連
８ページ）

【撮影日】　６月４日
【撮影場所】　運動公園

Pick Up
今月のイベント

　

道
の
駅
猪
苗
代
で
は
６
月
16
日
、

昨
年
11
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
約
７
ケ

月
で
来
場
者
が
50
万
人
に
達
し
、
同

所
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
道
の
駅

猪
苗
代
社
長
の
前
後
公
町
長
ら
関
係

者
が
く
す
玉
を
割
り
、
50
万
人
到
達

の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

50
万
人
目
と
な
っ
た
郡
山
市
の
吉

川
雅
也
さ
ん
と
妻
の
友
子
さ
ん
に
前

後
町
長
が
ブ
ラ
ン
ド
米
「
い
な
わ
し

ろ
天
の
つ
ぶ
」
１
俵（
約
60
㌔
）や

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
１
箱
、
道
の
駅
猪
苗

代
の
食
事
券
１
万
円
分
な
ど
の
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

吉
川
さ
ん
は
「
思
い
が
け
な
い
歓

迎
に
驚
き
ま
し
た
。
道
の
駅
猪
苗
代

は
、
会
津
観
光
の
拠
点
と
し
て
と
て

も
便
利
な
施
設
で
す
。
館
内
が
明
る

く
、
食
事
や
お
土
産
も
充
実
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
利
用
し
た
い

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
50
万
人
の
前

後
２
組
に
記
念
品
を
贈
っ
た
ほ
か
、

来
場
者
に
つ
き
た
て
の
餅
を
振
る
舞

い
ま
し
た
。
ま
た
、
曲
淵
大
根
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
が
餅
つ
き
の
実
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

前
後
町
長
は
「
50
万
人
は
当
初
の

年
間
目
標
数
で
し
た
。
今
後
も
地
域

か
ら
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
、
地

元
農
産
物
の
取
り
扱
い
や
６
次
化
商

品
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と

抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

道の駅猪苗代	
来場者 50 万人達成

Contents－
02　Pick   Up

03　猪苗代ノルディック・ウオーキング大会ほか

04　町営磐梯山牧場６年ぶりの放牧

06　国保のおはなし

08　まちのわだい

10　キラッ人いなわしろ／ホットニュースほか

12　笑顔でこんにちは／和みいな企画展

13　スクールトピックス

14　いなわしろタウンページ

18　暮らしの情報広場

20　みんなの美術館／食生活改善推進員コーナー

【目次】

前後町長から花束を受け取る吉川友子さん
（中央）と雅也さん（右）

ポールを使い健康ウオーク

　猪苗代の豊かな自然を歩き、健康づくりを行うイベン
ト「第７回猪苗代ノルディック・ウオーキング大会」は
６月 18 日、天神浜や道の駅猪苗代を歩くコースで開か
れました。このイベントは、東日本大震災と東京電力福
島第一原発事故の影響による風評被害を払しょくしよう
と、猪苗代青年会議所が毎年開催しています。今年は７、
12、17㌔の３コースが設けられ、県内外から過去最多
となる約 350 人が参加しました。
　開会式はホテルリステル猪苗代で行われ、猪苗代青年
会議所の楠恭信理事長が「猪苗代の自然を満喫し、笑顔
で歩いてリフレッシュしてください」とあいさつ。前後
公町長が「大勢の方に参加いただき、心より歓迎します。
楽しい思い出ができる大会となるよう願います」と歓迎
の言葉を述べました。
　参加者はノルディックポールの使い方を学んだ後、地
元ボランティアから注意事項や案内を聞いてスタート。
見頃を迎えた猪苗代ハーブ園のポピーやラベンダーを眺
めながら、思い思いのペースで歩き、ノルディック・ウ
オーキングを楽しみました。

第７回猪苗代ノルディック・ウオーキング大会

過去最多となる約 350 人が参加

猪苗代ハーブ園のポピーを眺めながら歩く参加者

大学生らが農業体験

会津伝統野菜の苗を植える参加者

Let's いなクティブ体験

　町の青年団体などで構成する猪苗代研究所は６月４日、「Let's 
いなクティブ体験～会津伝統野菜の苗を植えてみよう～」を開催
し、福島大学の学生らが農業体験を行いました。参加者は、土屋
勇輝さん（壺下）の指導を受けながら余

よ

蒔
ま

ききゅうりや会津丸な
すの苗を土屋さんの畑に丁寧に植えました。福島大学３年の大浦
綾太さんは「農作業はとても楽しく、都会に住む人には新鮮に感
じると思います」と感想を話しました。

湖畔のキャンプを楽しむ

　キャンプイベント「GO OUT CAMP 猪苗代 vol.4」は６月２～
４日の３日間、天神浜オートキャンプ場で開かれました。「アウ
トドア料理教室」では、出張料理人の小暮剛さんがいなわしろ天
のつぶなど地元産の食材を使った料理を紹介。参加者は、小暮さ
んの華麗な包丁さばきと軽快なトークを楽しみました。郡山市か
ら毎年参加している星峯香さんは「野菜が苦手な子どもでもおい
しく食べられます」と感想を話しました。

「GO OUT CAMP 猪苗代 vol.4」開催

アウトドア料理を紹介する小暮さん（右）
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し
か
し
、
牧
場
は
大
き
な
試
練
に

見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
に
よ

り
、
平
成
23
年
に
生
産
さ
れ
た
本
町

の
牧
草
か
ら
、
当
時
の
暫
定
許
容
値

を
上
回
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
町
全
て

の
牧
草
の
利
用
が
制
限
さ
れ
、
平
成

24
年
度
か
ら
放
牧
の
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
県
営
農
再
開
支
援
事
業

の
採
択
を
受
け
、
平
成
25
年
度
か
ら

「
草
地
更
新
」
に
着
手
し
ま
す
。「
草

地
更
新
」
で
は
、
表
土
を
深
く
耕
す

天
地
返
し
を
行
っ
た
ほ
か
、
牧
草
の

吸
収
抑
制
対
策
の
た
め
塩
化
カ
リ
な

ど
の
肥
料
を
散
布
し
ま
し
た
。
町
営

磐
梯
山
牧
場
に
は
大
小
多
数
の
石
が

埋
ま
っ
て
い
た
た
め
、
作
業
は
困
難

を
極
め
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
努
力

に
よ
り
一
連
の
作
業
を
平
成
28
年
度

で
完
了
。
牧
場
全
て
の
草
地
約
72
㌶

の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
草
地
更
新
後
の
放
射
性

物
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
行
っ

た
結
果
、
暫
定
許
容
値
を
大
幅
に
下

回
り
、
牧
草
の
安
全
性
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
た
め
、
放
牧
再
開
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

牧
場
を
管
理
す
る
町
振
興
公
社
の

小
野
秀
男
課
長
は
、「
今
後
徐
々
に

受
入
数
を
増
や
し
、
40
頭
程
度
を
放

牧
し
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

牧
場
に
牛
が
戻
っ
て
き
た

　

町
営
磐
梯
山
牧
場
の
開
牧
式
は
６

月
23
日
に
同
所
で
行
わ
れ
、
関
係
者

ら
約
50
人
が
出
席
し
、
放
牧
の
再
開

を
祝
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
町
内

外
の
畜
産
農
家
が
飼
育
す
る
肉
牛
８

頭
と
乳
牛
８
頭
の
計
16
頭
が
約
15
㌶

の
放
牧
地
に
放
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
牧
式
で
は
、前
後
公
町
長
が「
原

発
事
故
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら

放
牧
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
出
席
者
は
、
町
牧
乾
草
生

産
組
合
長
の
浅
川
通
さ
ん
が
飼
育
す

る
乳
牛
か
ら
搾
乳
し
た
牛
乳
で
乾
杯

し
ま
し
た
。

放
牧
の
自
粛
か
ら
再
開
ま

で
の
道
の
り

　　

町
営
磐
梯
山
牧
場
は
、
畜
産
農
家

の
経
営
構
造
の
改
善
を
図
る
た
め
、

昭
和
43
年
に
開
設
さ
れ
、
町
の
畜
産

振
興
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
本
牧
場
は
、
磐
梯

山
の
麓
に
位
置
し
、
猪
苗
代
湖
を
一

望
で
き
る
風
光
明
媚
な
場
所
と
し
て
、

町
民
は
も
と
よ
り
県
内
外
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
、
本
町
の
観
光
資

源
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

町営磐梯山牧場６年ぶりの放牧

　原発事故という絶対にあってはならないこ
とが起き、悲しい思いが続いていました。６
年ぶりに牛が放牧された風景を見ると「ああ、
これが本来の町営磐梯山牧場の姿なんだな
あ」と感慨深いものがあります。この牧場に
は、春の桜のシーズンや夏休みになると、県
内外から大勢の観光客が訪れます。今年の夏
には、また子どもたちの歓声が戻ってくると
思うと、着実に福島の復興につながっている
ことを感じます。

　町営磐梯山牧場での放牧ができなくなって
しまったため、これまでは北海道の牧場に放
牧に出していました。畜産農家の数が年々減
少していることもあり、町営磐梯山牧場はも
う再開できないのではないかと半ば諦めてい
ました。関係者の皆さんの努力に頭が下がり
ます。地元で放牧に出すことができれば、牛
の状態をすぐに確認することができ、安心し
て飼育することができます。今後は、徐々に
放牧する頭数を増やしていきたいです。

福島の復興につながる

町振興公社牧場主任

鈴木喜徳

【VOICE】 【VOICE】

町牧乾草生産組合

成田昌夫

安心して飼育できる

６年ぶりに牛が放牧された町営磐梯山牧場

東京電力福島第一原発事故の影響で放牧を自粛していた町営磐梯山牧場。
６年ぶりに牛の放牧が再開され、牛 16 頭を受け入れしました。

1_ 放牧の再開を祝い、搾りたての牛乳で乾杯する関係者ら　2_「町営磐梯山牧場で放牧を再開することができて良かったです」
と笑顔を見せる小鮒広義さん　3_「草地更新」を行うための作業の一つである、「プラウ耕」の様子。トラクターを使用して
表層と下層の土壌を入れ替えている（平成 28 年７月撮影）

さん さん

1

2

3
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加
入
月
か
ら
の
国
保
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

異
動
の
届
け
出
は
お
早
め

に
　

異
動
（
加
入
・
脱
退
な
ど
）
が
あ
っ

た
場
合
は
、
異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら

14
日
以
内
に
役
場
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
世
帯
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

は
、
届
け
出
の
あ
っ
た
翌
月
に
新
た

な
保
険
税
額
を
計
算
し
、
税
額
の
通

知（
変
更
通
知
）を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
も
、
国
保
脱
退
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。

所
得
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　

国
保
税
の
決
定
や
軽
減
、
入
院
時

の
食
事
代
、
高
額
療
養
費
の
算
出
に

あ
た
っ
て
は
、
国
保
加
入
者（
擬
制

世
帯
主
を
含
む
）全
員
の
所
得
申
告

が
必
要
で
す
。
高
額
療
養
費
は
世
帯

単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
国
保

加
入
者
の
中
に
未
申
告
の
人
が
い
る

と
上
位
所
得
者
と
み
な
さ
れ
て
計
算

さ
れ
ま
す
。
申
告
を
し
て
い
な
い
人

が
い
る
世
帯
は
、
必
ず
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
世
帯
の
所
得
合

計
額
が
一
定
基
準
以
下
の
と
き
に
は
、

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で
支

払
っ
た
額
が
、
暦
月（
月
の
初
め

か
ら
終
わ
り
ま
で
）で
一
定
額（
自

己
負
担
限
度
額
）を
超
え
た
場
合
に
、

そ
の
超
え
た
金
額
が
後
日
支
給
さ
れ

る
制
度
で
す
。

保
険
証
の
再
交
付
に
は

１
週
間
か
か
り
ま
す

　　

保
険
証
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
町
民
生
活
課
窓
口
で
再
交
付

手
続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
保
険
証
が
再
交
付
さ
れ
る
ま

で
に
は
、
１
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

再
交
付
申
請
の
際
に
、
引
換
書
を
お

渡
し
し
、
１
週
間
後
に
保
険
証
と
引

換
書
を
交
換
し
ま
す
。
申
請
か
ら
再

交
付
ま
で
の
間
に
医
療
機
関
に
か
か

り
た
い
場
合
は
、
申
請
者
が
国
保
の

加
入
者
で
あ
る
証
明
書
を
お
渡
し
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
窓
口
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
証
の
再
交
付
申
請
に

は
、
印
鑑
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は

世
帯
主
で
す

　

国
保
は
、
扶
養
の
概
念
が
な
く
、

世
帯
単
位
で
加
入
し
ま
す
。
世
帯
主

が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
納
税
義
務
者
は
世
帯
主（
※
擬

制
世
帯
主
）と
な
り
ま
す
。
国
保
に

関
連
す
る
通
知
な
ど
も
世
帯
主
宛
て

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
国
保
加
入
者
が
属
す
る
世
帯
で
、

世
帯
主
が
国
保
未
加
入
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
帯
を
「
擬

制
世
帯
」
と
い
い
、
世
帯
主
を
「
擬

制
世
帯
主
」
と
い
い
ま
す
。

健
康
保
険
に
空
白
の
期
間

は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
保
の
加
入
日
は
、
届
出
日
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
健
康
保
険
を
脱

退
し
た
日
、
ま
た
は
猪
苗
代
町
に
転

入
し
た
日
な
ど
で
す
。
手
続
き
が
遅

れ
た
と
き
で
も
、
そ
の
日
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
、

所得割 国保加入者の所得に応じて計算

資産割 国保加入者の資産税に応じて計算

均等割 世帯の加入者数に応じて計算
（加入者１人当たりいくら）

平等割 １世帯にいくらと計算

【表１】年齢別負担区分

※ 65 歳以上の人の介護保険料は、原則として年金から天引き

【表２】世帯の国保税額の決定方法

世帯の
年間国保税額

【表３】平成 29 年度の国保税率

国
保
の
お
は
な
し

あ
る
日
突
然
私
た
ち
を
襲
う
病
気
や
け
が
。

そ
ん
な
時
、
皆
さ
ん
を
支
え
る
の
が
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
で
す
。

今
月
号
で
は
、
自
治
体
ご
と
に
運
営
す
る
国
民
健
康
保
険（
以
下
、「
国
保
」）

の
仕
組
み
や
今
年
度
の
税
率
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

その年に予測される医療費から、加入者が医療機
関で支払う一部負担金（１～３割）や国などから
の補助金を差し引いた分が国保税になります。
さらに【表１】のように、年齢に応じて負担する
区分も変わります。

猪苗代町の国保税算定方法

問
町
民
生
活
課

　

国
保
年
金
係

　

☎（
62
）２
１
１
４

平成 29 年度

医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分

所得割　％ 5.85 2.19 2.12
資産割　％ 14.00 3.00 3.00

均等割額　円 20,700 8,200 10,700
平等割額　円 17,400 6,700 6,000

国
保
と
は
こ
ん
な
制
度

　　

日
本
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う
、

全
て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（
国
民
皆
保
険
制
度
）。

　

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
、
窓
口
負
担
が
１

割
か
ら
３
割
で
済
む
の
は
、
そ
の
残

額
の
負
担
を
国
保
加
入
者
が
納
付

し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税（
以
下
、

「
国
保
税
」）な
ど
で
町
が
支
払
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
健
康
保
険
制

度
は
、
健
康
保
険
に
加
入
す
る
皆
さ

ん
で
支
え
あ
っ
て
い
ま
す
。

40 歳未満 医療保険分＋後期高齢者支援金分

40 歳以上 65 歳未満 医療保険分＋後期高齢者支援金分＋介護保険分

65 歳以上 75 歳未満 医療保険分＋後期高齢者支援金分＋介護保険料（※）

就職・退職される皆さんへ　
～健康保険の脱退・加入の手続きをお忘れなく～

●国保に加入していた人が就職するとき

職場の健康
保険に加入

これまで加入していた国保の脱退手続きが必要になります。
手続きには、国保の保険証、職場から支給された新しい保険
証、印鑑、マイナンバーが記載されたもの（マイナンバー通
知カードなど）を持参してください。

●職場の健康保険に加入していた人が退職するとき

健康保険は、空白期間を作らないことが原則です。退職したときは、新たに加入する健康保険への手続
きを早めに行ってください。

パターン１
国民健康保険に加入する場合
→退職した職場から渡される
社会保険資格喪失証明書と印
鑑を持って、町民生活課窓口
にお越しください。

職場の健康保険を継続（任意
継続）する場合
→退職する職場に問い合わせ
てください。20 日以内の手
続きが必要です。

家族の健康保険に加入する場
合（被扶養者）
→加入条件などがありますの
で、家族の勤務先に問い合わ
せてください。

パターン２ パターン３

保険証は身分証明書
としても使える貴重
なカードです。
紛失しないよう、取
り扱いには十分注意
しましょう。

※
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全会津大会出場を懸け

　平成 29 年度北会津管内中学校体育大会総合大会は６月６日、
猪苗代、磐梯の２町で開かれ、７競技で争われました。出場した
選手たちは、全会津大会の出場権を懸けて熱戦を繰り広げました。
　このうち、軟式野球競技は楽天イーグルス猪苗代球場で行われ、
東中、吾妻中、猪苗代中の３チームよる総当たり戦で争われまし
た。第３試合は互いに初戦で１勝を挙げた東中と猪苗代中が対戦。
熱戦の末、猪苗代中が勝利し、全会津大会へ駒を進めました。

北会津管内中学校体育大会総合大会

全会津大会への出場切符を懸けて熱戦を繰り広げる選手

子どもたちの健やかな成長を願い

ソメイヨシノの若木を植える卒園児たち

ひまわりこども園卒園児らが桜を植樹

　ひまわりこども園の平成 28 年度に卒園した園児 76 人と保護
者は６月 11 日、同園に卒園記念の桜を植樹しました。
　前ＰＴＡ会長の星洋二さんが中心となり、ひまわりこども園開
所以来初めての卒園児となった子どもたちの思いを託し、園児た
ちの健やかな成長を願って企画されました。
　卒園児らは、園庭の東側に高さ約３㍍のソメイヨシノの若木３
本を丁寧に植えました。

森林保全のため善意を寄せる

　猪苗代ボーイスカウト・ガールスカウト育成会の楠俊道会長は
６月 19 日、町役場を訪れ、町緑化推進協議会会長の前後公町長
に緑の募金 10,400 円を寄付しました。同会の会員などから寄せ
られた善意を届けました。
　贈呈式には、増子惠二ボーイスカウト福島連盟猪苗代第１団委
員長、ボーイスカウト代表の増山薫さん（猪苗代小４年）とガー
ルスカウト代表の森はなさん（翁島小１年）が同行しました。

ボーイ・ガールスカウト育成会緑の募金贈呈式

前後町長に善意を手渡す楠会長（右から２人目）ら

交通安全の知識・技能を高める

　交通安全子供自転車会津方部大会は６月 15 日、会津若松市の
鶴ケ城体育館と子供自転車安全運転コースで開かれ、喜多方、猪
苗代、磐梯の１市２町から５小学校、７チームが参加しました。
競技は学科テストと実技テストの総得点で争われ、実技テストで
は、選手たちがＳ字走行やジグザグ走行などで日ごろの練習の成
果を披露しました。採点の結果、団体の部は磐梯一小が優勝。成
績上位の磐梯一、長瀬、猪苗代の各チームが県大会に出場します。

「玉入れ」で 100 個の玉を籠に投げ入れる参加者

交通安全子供自転車会津方部大会

スポーツを通じて健康増進

　町高齢者スポーツ大会は６月 16 日、カメリーナで開かれ、町
内６地区から 166 人が参加しました。紅組（川西地区）、白組（川
東地区）に分かれて競う「玉入れ」や、ラグビーボールを棒で転
がして進む「ブタ追い競走」、男女ペアで手をつなぎながらアイ
スに見立てた風船を落とさないようにゴールを目指す「アイスク
リームデート」など８種目で争われました。参加者は、心地よい
汗を流しながら、スポーツを通じて健康増進を図りました。

真剣な表情で実技テストに臨む児童

町高齢者スポーツ大会

新緑の中を駆け抜ける

親子マラソンキッズの部で元気よくスタートする参加者

町民健康マラソン大会

　町民健康マラソン大会は６月４日、町運動公園で開かれ、367
人の参加者が健脚を競いました。レースは男女別、年齢別などの
23 部門で争われ、参加した選手たちが爽やかな汗を流しました。
新緑の中を力走する選手の姿に、応援にかけつけた家族や友人な
どからは、大きな声援が飛んでいました。
　また、会場では町食生活改善推進員の皆さんによる豚汁の振る
舞いが行われました。

まちのわだい
TOWN  TOPICS

長年の功績をたたえ

　県市町村選挙管理委員会連合会永年勤続者表彰を受けた渡部
喜則さん（曲淵）への表彰状伝達式は６月１日、町役場で行われ、
町選挙管理委員会の渡部榮一委員長が渡部さんに表彰状を手渡し
ました。渡部さんは平成 18 年４月から平成 28 年４月までの 10
年間、町選挙管理委員を務め、選挙の管理執行に尽力しました。
式では、前後公町長が「長年にわたり明るく正しい選挙の推進に
ご尽力いただきありがとうございます」と祝辞を述べました。

県選挙管理委員会連合会永年勤続者表彰

表彰状を受ける渡部さん（右）

消防団功績者に表彰伝達

表彰状を受ける五十嵐さん（中央）

第 69 回県消防協会猪苗代支部幹部大会

　第 69 回県消防協会猪苗代支部幹部大会は６月 11 日、磐梯町
中央公民館で行われ、猪苗代、磐梯両町の消防団幹部ら約 150
人が参加しました。表彰伝達では、前猪苗代町消防団長の五十嵐
正義さんらに表彰状が手渡されました。建議案では、第１分団
自動車部長の山口剛さんが「消防団の人材不足について」建議。
五十嵐幸夫支部長が「消防団活動に対し、さまざまな手法で家庭
や地域、職場の理解促進を図りたい」と回答しました。
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キラッ人
と

いなわしろ

ホットニュース

　　　　　　
1975 年 12 月 31 日生まれ。郡山市出身。
尚志高校トランポリン部に入部し、トラ
ンポリンを始める。１年生で高校総体・
東北大会に出場。翌年の全国高校総体で
２年生ながら女子個人で優勝。全国の頂
点に立つ。平成５年、アメリカで開催さ
れた国際大会のパンパシフィックトラン
ポリン競技選手権大会・シンクロナイズ
ド競技で５位入賞。趣味は手芸。

　昨年４月から週に一度、長瀬ス
ポ少のトランポリンのコーチとし
て子どもたちを指導する渡部邦江
さん。渡部さんが本格的にトラン
ポリンを始めたのは高校１年生の
時。「中学校３年間は器械体操部
に所属していました。でも、どう
しても一番になれず、悩んでいた
んです。そんな時、当時の顧問の
先生から『高校でトランポリンを
やってみないか』と勧められ、尚
志高校のトランポリン部に入部す
ることを決めました」。
　トランポリンに出会ってからは、
猛練習を送る日々。「練習は本当
につらかった」と当時を振り返り
ます。しかし、その努力が報われ、
高校２年生で出場した全国高校総
体で見事優勝を果たします。高校

卒業後は、仲間と立ち上げた「郡
山トランポリンクラブ」の代表も
務めています。
　「私の子どもが長瀬スポ少でお
世話になっていました。子どもは
小学校を卒業しましたが、恩返し
の気持ちからトランポリンのコー
チをさせてもらっています」と
コーチに就任した経緯を話します。
　「スポ少の子どもたちはとても
素直で、いつも練習を頑張ってい
ます。子どもたちには、トランポ
リンを通じて、もっと上手くなろ
うとするチャレンジ精神を養って
ほしいです」。
　そう話した渡部さんの模範演技
は、今にも天井に届きそうなほど
に高く躍動感に溢れ、子どもたち
の目をくぎ付けにしました。

渡部 邦江 さん（幸野）

Profile わたなべ・くにえ

　2020 年に開催される東京オリンピック・パラリンピック競技大会
の入賞メダルに、不要になった携帯電話などに含まれるリサイクル材
が活用されることになりました。
　東京 2020 組織委員会が主催するこの取り組みに、全国の自治体が
協力することになり、猪苗代町も本プロジェクトへ参加いたします。
なお、この取り組みにより 2020 年以降も小型家電などの持続可能な
リサイクル促進につながることが期待されます。
　本町では、町役場１階町民生活課前に携帯電話専用の回収ボックス
を設置しています。個人情報などのデータは、あらかじめ削除してか
らお出しください。また、回収品および機器内のデータは返却できま
せんので、ご了承ください。回収ボックスは平成 31 年３月末まで設
置する予定です。詳しくは、本プロジェクトのホームページ（http://
www.toshi-kouzan.jp）をご覧ください。

主催：東京 2020 組織委員会
問町民生活課　環境係　☎（62）2114

「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」
皆さんの携帯電話が五輪メダルに生まれ変わります

役場内に設置された回収ボックス
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スクールトピックス

外遊びが大好きな瑛喜くん。「今年の夏は、一緒に
水遊びを楽しみたいです」とパパとママは笑顔で話
します。

平成 28 年１月生まれ
～五十軒　
晃
て る

史
ふ み

さん・えりかさんご夫妻の長男

山本　瑛
あ

喜
き

　くん

大好きなパパとママと一緒にハイ、チーズ

笑顔でこんにちは

　

納
豆
ご
飯
が
大
好
き
な
瑛

喜
く
ん
。
近
頃
は
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
状
の
ア
イ
ス
も
お
気

に
入
り
で
す
。
少
し
ず
つ

言
葉
を
覚
え
始
め
、「
パ
パ
、

マ
マ
」
と
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

天
気
の
良
い
日
は
外
で
遊

ぶ
の
が
大
好
き
な
瑛
喜
く
ん
。

「
花
や
虫
に
と
て
も
興
味
が

あ
る
よ
う
で
す
。
散
歩
を
し

て
い
る
と
き
に
昆
虫
な
ど
を

見
つ
け
る
と
、
指
を
さ
し
て

教
え
て
く
れ
る
ん
で
す
」
と

マ
マ
の
え
り
か
さ
ん
は
笑
顔

で
話
し
ま
す
。

　

地
元
野
球
チ
ー
ム
に
所
属

す
る
晃
史
さ
ん
は
「
大
き
く

な
っ
た
ら
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
し
た
り
、
一
緒
に
い
ろ
い

ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
し

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

大
切
に
で
き
る
、
優
し
い
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と

え
り
か
さ
ん
は
優
し
い
笑
顔

で
瑛
喜
く
ん
を
見
つ
め
な
が

ら
話
し
ま
し
た
。

　

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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翁島小と猪苗代小で人権の花運動
　子どもたちが協力して花を育てることで命の大切さや
思いやりの心を育み、人権尊重への理解を深めることを
目的とした「人権の花運動」花の苗贈呈式は６月 14 日
に翁島小学校で、６月 15 日に猪苗代小学校で行われま
した。
　「人権の花運動」は、昭和 57 年度から主に小学生を
対象として全国で実施されています。
　贈呈式では、人権擁護委員の増子惠二さんと長尾幸子
さんが「花の苗を育てることで命の尊さを実感し、豊か
な心や思いやりの心を養ってほしいです」とあいさつ。
両校の児童代表者にマリーゴールドやベゴニアなどの苗
約 100 本を手渡しました。
　翁島小学校５年生の髙橋知己さんは「花を大切にする
心を友達に対しても持ちます」と翁島小児童を代表して
あいさつ。猪苗代小学校６年生の長谷川楓さんは「私た
ち環境委員会が中心となって水やりなどの世話をして、
花の苗を大切に育てます」とお礼の言葉を述べました。

　さくらこども園のさくら組（５歳児）とうめ組（４歳児）
の園児は６月７日、同園の畑で野菜の苗植えなどを体験
しました。園児は、ＪＡあいづ青年連盟猪苗代地区のメ
ンバーたちに植え方を教わりながら、スイカやカボチャ、
ミニトマトなどの苗を丁寧に植えました。
　さくら組の瀧口聖

ま ひ ろ

大くんは「スイカは大好きです。大
きく育ったスイカをみんなで食べるのが楽しみです」と
話しました。

園児が農業体験に挑戦

　緑小学校の全校児童 61 人は６月 14 日、猪苗代湖畔
の清掃ボランティア活動を行いました。児童らは３班に
分かれ、上戸浜、志田浜、天神浜の３浜でゴミ拾いを行
いました。清掃活動には、国立磐梯青少年交流の家の職
員らが協力。児童と一緒にゴミ拾いや分別作業を行いま
した。６年生の小檜山詩音さんは「最初はゴミがたくさ
ん落ちていましたが、みんなで協力して浜をきれいにす
ることができました」と感想を話しました。

猪苗代湖の３浜を清掃

さくらこども園

緑小学校

カボチャの苗を植える園児

花の苗を受けた翁島小の児童ら

人権擁護委員から花の苗を受ける猪苗代小の五十嵐鈴さん
（右から２人目）と東條さくらさん（同４人目）

上戸浜のゴミを拾い集める児童ら

　

町
図
書
歴
史
情
報
館
開
館
３
周

年
記
念
「
藤
澤
忠
切
り
絵
展
～
モ

ノ
ト
ー
ン
の
世
界
～
」
は
６
月
６

日
か
ら
18
日
ま
で
、
和
み
い
な
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

藤
澤
忠
さ
ん
は
会
津
若
松
市
在

住
。
和
み
い
な
の
ホ
ー
ル
に
は
、

藤
澤
さ
ん
の
切
り
絵
作
品
20
点
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

冬
、
会
津
の
人
々
が
目
に
す
る

の
は
野
も
山
も
雪
一
色
に
染
め
ら

れ
た
モ
ノ
ト
ー
ン
の
世
界
。
藤
澤

さ
ん
は
、
雪
深
い
会
津
の
風
景
や

人
々
の
暮
ら
し
な
ど
を
切
り
絵
に

よ
り
感
性
豊
か
に
表
現
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
藤
澤
さ
ん
は
ド
イ
ツ

や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
海
外
の
美
術

展
に
も
多
数
出
品
し
て
い
る
ほ

か
、
切
り
絵
教
室
を
開
催
す
る
な

ど
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

藤
澤
さ
ん
は
「
長
年
切
り
絵
教

室
を
開
催
し
て
き
た
猪
苗
代
で
展

示
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
、
う
れ

し
い
で
す
。
会
津
の
風
景
や
古
民

家
、
海
外
の
名
所
が
、
普
段
と
は

違
っ
て
見
え
る
と
こ
ろ
も
楽
し
ん

で
ほ
し
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

「
藤
澤
忠
切
り
絵
展

　

～
モ
ノ
ト
ー
ン
の
世
界
～
」

町
図
書
歴
史
情
報
館　

開
館
３
周
年
記
念

20 点の作品が展示された切り絵展来館者に作品を紹介する藤澤さん（右）

学びいな　企画展

花と共に思いやりの心育む
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国
債
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先（
請
求
窓
口
）　

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
を
募
集
し
ま
す

　

放
課
後
の
生
活
支
援
や
学
校
長
期

休
業
中
の
余
暇
支
援
を
集
団
で
行
う

学
童
保
育（
児
童
ク
ラ
ブ
）の
支
援

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

支
援
員　

若
干
名

※
猪
苗
代
町
嘱
託
職
員
と
な
り
ま
す
。

▼
資
格
要
件

心
身
と
も
に
健
康
で
、
平
成
30
年
４

月
１
日
現
在
で
65
歳
以
下
の
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
成
人

①
児
童
健
全
育
成
事
業
に
熱
意
の
あ

る
人

②
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
ま
た
は
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
人

③
高
校
卒
業
者
で
２
年
以
上
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
に
類
似
す
る
事

業
ま
た
は
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し

た
人　

ほ
か

※
な
お
、
資
格
用
件
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
２
０（
37
）８
４
３
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
用
の
参
加
申
込
書
は
、
学

び
い
な
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

８
月
31
日（
木
）ま

で▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

☎（
72
）０
１
８
０

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

皆
さ
ん
お
早
め
に
ご
請

求
く
だ
さ
い
「
特
別
弔

慰
金
」

　

平
成
27
年
か
ら
請
求
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金（
第
10
回
）」
の

請
求
期
限
は
平
成
30
年
４
月
２
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
内
容　

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
等
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る

人
が
い
な
い
場
合
に
、
特
別
弔
慰
金

（
額
面
25
万
円
・
５
年
償
還
の
記
名

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

浄
化
槽
維
持
管
理
事
業

費
補
助
金

　

町
で
は
、
猪
苗
代
湖
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た

め
、
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し

て
い
る
人
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
と
な
る
要
件

①
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
「
保
守
点
検（
県
登
録
業
者
に
委

託
）」、「
清
掃（
町
許
可
業
者
に
委

託
）」、「
11
条
法
定
検
査（
県
指
定

検
査
機
関
実
施
）」
の
３
つ
を
全
て

完
了
し
て
い
る
こ
と

②
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
で
あ
る
こ

と③
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
に
接
続

で
き
る
建
物
で
な
い
こ
と

④
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
単
独
処
理
浄
化
槽
の
場
合
は
、
初

回
申
請
か
ら
５
年
度
を
経
過
し
て
い

な
い
こ
と

▼
ご
注
意
く
だ
さ
い　
　
　
　
　
　

　

昨
年
度
ま
で
行
っ
て
い
た
補
助
申

請
を
お
知
ら
せ
す
る
個
別
通
知
は
行

い
ま
せ
ん
。

　

毎
年
申
請
し
て
い
た
人
は
、
今
年

度
も
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
は
１
年
度
に
１
回
限
り
で
す
。

１
５
０
０
円
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
の
が
難

し
く
て
も
10
㌔
㍍
、
５
㌔
㍍
の
部
が

あ
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
、

大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

inaw
ashirokohalf.com

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
22
日（
日
）
※
雨
天

決
行　

午
前
８
時
40
分
～
午
前
９
時

40
分
の
間
に
種
目
別
に
ス
タ
ー
ト

▼
会
場　

カ
メ
リ
ー
ナ

▼
コ
ー
ス　

カ
メ
リ
ー
ナ
ス
タ
ー
ト

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス

▼
競
技
種
目　

○
ハ
ー
フ（
21
・
０
９
７
５
㌔
㍍
）

○
10
㌔
㍍（
男
女
高
校
生
以
上
）

○
５
㌔
㍍（
男
女
高
校
生
以
上
）

○
５
㌔
㍍（
中
学
生
男
子
）

○
３
㌔
㍍（
中
学
生
女
子
）

○
２
㌔
㍍（
小
学
生
男
女
４
～
６
年

生
）

○
２
㌔
㍍（
親
子　

小
学
生
男
女
１

～
３
年
生
と
父
母
）

▼
申
込
方
法　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー（http://

w
w

w
.sportsentry.ne.jp/

）ま
た
は

ラ
ン
ネ
ッ
ト（http://runnet.jp/

）

②
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー

☎
０
５
７
０（
５
５
０
）８
４
６

※
平
日　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
30

分（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

▼
補
助
金
額

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

下
水
道
係

☎（
62
）５
６
３
３

猪
苗
代
湖
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
２
０
１
７
開
催
の

お
知
ら
せ

　
「
猪
苗
代
湖
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

２
０
１
７
」
が
10
月
22
日（
日
）に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

第
７
回
と
な
る
今
大
会
は
、
５
㌔

㍍
男
女
高
校
生
以
上
の
部
を
新
設
し

ま
し
た
。
ま
た
、
10
㌔
㍍
の
高
校

生
の
参
加
料
を
３
５
０
０
円
か
ら

募
　
集

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

補
助
金

催
　
し

弔
慰
金

▼
勤
務
条
件

①
月
曜
か
ら
金
曜
の
平
日

午
後
１
時
～
午
後
６
時
15
分

②
土
曜
日
・
学
校
長
期
休
業
中
・
学

校
振
替
休
日（
運
動
会
等
に
よ
る
振

替
休
日
な
ど
）

午
前
８
時
～
午
後
６
時
15
分

③
休
日

日
曜
日
、
祝
日

※
２
交
代
制
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
勤
務
。
な
お
、
勤
務
時
間
は
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
勤
務
内
容

児
童
の
生
活
支
援
、
余
暇
支
援
、
ク

ラ
ブ
の
庶
務
会
計
な
ど

▼
勤
務
場
所

猪
苗
代
第
１
児
童
ク
ラ
ブ

猪
苗
代
第
２
児
童
ク
ラ
ブ

翁
島
児
童
ク
ラ
ブ

千
里
児
童
ク
ラ
ブ

緑
児
童
ク
ラ
ブ

長
瀬
児
童
ク
ラ
ブ

吾
妻
児
童
ク
ラ
ブ

の
い
ず
れ
か

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
写
真
貼
付
の

う
え
、
８
月
31
日（
木
）ま
で
保
健

福
祉
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
履
歴

書
は
保
健
福
祉
課
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

※
履
歴
書
提
出
後
、
面
接
が
あ
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

採用種目 資格 受付期間 試験 試験期日 試験会場 備考

自衛官候補生
（男子）

18 歳以上
27 歳未満 常時受付

筆記試験 ９月 16 日（土）午後 会津大学

筆記試験、
口述試験・身体検査

口述試験・身体検査 ９月 24 日（日）～ 29 日（金）
10 月１日（日）※指定する１日

福島駐屯地
郡山駐屯地

自衛官候補生
（女子）

18 歳以上
27 歳未満 常時受付 筆記試験、口述試験・身体検査 ９月 23 日（土） 郡山駐屯地

一般曹候補生 18 歳以上
27 歳未満

７月１日（土）～
９月８日（金）

１次試験（筆記） ９月 16 日（土）午前 会津大学
１次試験合格者の２次試
験（口述試験・身体検査）
については、後日通知

２次試験（口述試験・身体検査） 10 月５日（木）～８日（日）
※指定する１日

福島駐屯地
郡山駐屯地

航空学生 海：18 ～ 23 歳未満
空：18 ～ 21 歳未満

７月１日（土）～
９月８日（金） １次試験（筆記） ９月 18 日（月） 郡山市

労働福祉会館

●平成 29 年度の自衛官採用試験日程は下記のとおりです。

詳しくは、担当の広報官にお問い合わせください（受験料は全て無料です）
【問い合わせ先】自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所（会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1）　☎（27）6724

合併処理

浄化槽

合併処理浄化槽
（窒素リン除去型）

単独処理

浄化槽

５人槽 10,000 円 17,000 円 6,000 円

６～７人槽 13,000 円 20,000 円 8,000 円

８～ 10 人槽 16,000 円 25,000 円 10,000 円

種類

人槽

　町は、「広報猪苗代」に掲載する有料広告を
募集しています。事業所の宣伝、広告などにぜ
ひご活用ください。手続きや料金など、詳しく
は下記にお問い合わせください。
 問総務課　秘書広報係　☎（62）2111

有料広告募集中
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申
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

告　

示

・
第
27
号
「
町
道
の
区
域
の
変
更
に

関
す
る
告
示
『
西
真
行
大
在
家
線 

、

下
祢
次
青
年
の
家
線
』」（
建
設
課
建

設
係
）

・
第
28
号
「
町
道
の
供
用
の
開
始
に

関
す
る
告
示
『
西
真
行
大
在
家
線
、

下
祢
次
青
年
の
家
線
』」（
建
設
課
建

設
係
）

公　

告

・
第
12
号
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
〈
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
ゆ
う
き
〉」（
保
健
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
係
）

・
第
13
号
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
〈
Ｊ
Ａ
会

津
よ
つ
ば
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
猪
苗
代
〉

（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
）

 

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

いなわしろタウンページ

掲
示
板

まちのお知らせ

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が

が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
国
や
県
の
仕

事
や
年
金
事
務
所
な
ど
の
特
殊
法
人

な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意

見
、
要
望
を
受
け
付
け
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
機
関
な
ど
の
間
に
立
ち
、

そ
の
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

町
の
行
政
相
談
員
は
、
宮
澤
重
正

さ
ん
で
す
。

▼
行
政
相
談
委
員

　

定
例
相
談
会
は
毎
月
１
回
、
第
３

水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

７
月
19
日（
水
）、
８
月
16
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

場
が
限
ら
れ
ま
す
。

　

公
園
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
駐
車
場
の
利
用
が
限
ら
れ
る
期
間

７
月
26
日（
水
）か
ら
８
月
１
日（
火
）

ま
で

▼
利
用
で
き
る
駐
車
場

和
み
い
な
駐
車
場
、
お
城
山
駐
車
場
、

多
目
的
広
場（
別
図
）

▼
利
用
で
き
な
い
駐
車
場　

　

カ
メ
リ
ー
ナ
駐
車
場
、
学
び
い
な

駐
車
場（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
関
係
者
専

用
駐
車
場
と
な
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
事
務
局
発
行
の
駐
車
証
が
な
い

亀
ケ
城
公
園
の
利
用
に

つ
い
て

　

７
月
28
日
か
ら
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
空
手
道
競
技
大
会（
以

下
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」）
が
カ
メ
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
期
間
中
は
、
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ

池
、
複
合
遊
具
、
み
ん
な
の
広
場
な

ど
の
公
園
内
施
設
を
通
常
ど
お
り
利

用
で
き
ま
す
が
、
利
用
で
き
る
駐
車

お
知
ら
せ

車
両
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。）

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
会
場
周
辺
は
、
多

く
の
人
や
車
両
の
往
来
に
よ
る
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
公
園
利
用
者
並

び
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
関
係
者
の
安
全

と
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
事
務
局　

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

　

☎（
72
）０
１
８
０

○
公
園
管
理
者　

　

建
設
課　

都
市
整
備
係

　

☎（
62
）２
１
１
８

相
　
談

多目的広場案内図
亀ケ城公園

町
民
意
見
箱
に

寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
と
回
答

●
猪
苗
代
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

【
ご
意
見
】

　

猪
苗
代
高
校
の
生
徒
数
が
定
員
割

れ
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
県
教

育
委
員
会
の
基
準
で
は
、
入
学
者
が

定
員
の
半
数
以
下
の
状
態
が
続
く
と

分
校
化
や
生
徒
募
集
停
止
と
な
る
よ

う
で
す
。
町
か
ら
高
校
が
無
く
な
っ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
町
と
し
て
の

教
育
振
興
対
策
を
早
急
に
構
築
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】

　

猪
苗
代
高
校
の
普
通
科
、
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
科
の
各
定
員
40
名
に
対
し
、

今
年
度
の
入
学
者
は
普
通
科
24
名
、

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
11
名
と
生
徒
数
が

減
少
し
て
お
り
、
定
員
割
れ
の
状
況

が
続
い
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

町
で
も
、
地
元
に
高
校
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
重
要
視
し
、
猪
苗
代
高

校
に
対
し
て
、
毎
年
教
育
振
興
事
業

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
県
、
高
校
、
そ
の
他
関

係
機
関
と
連
携
し
て
猪
苗
代
高
校
の

存
続
の
た
め
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
化
の
現
状
か

ま
す
。

▼
選
考

書
類
審
査
お
よ
び
面
接
試
験
に
よ
り

選
考
し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間

平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

地
域
の
支
え
合
い
を

考
え
る
つ
ど
い　

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
、
地
域
の
支
え
合
い
を
考
え
る
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
各
地
で
展
開

さ
れ
て
い
る
支
え
合
い
活
動
を
知
り
、

こ
れ
か
ら
の
猪
苗
代
町
で
の
支
え
合

い
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

７
月
19
日（
水
）
　

午
後
７

時
～
午
後
８
時
45
分

▼
会
場　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー　

３
階　

農
事
研
修
室
・
営
農

相
談
室

▼
講
師　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全

国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
理
事
長　

池
田
昌
弘
氏

▼
参
加
方
法　

参
加
費
無
料
・
事
前

ら
、
行
政
だ
け
で
は
厳
し
い
も
の
が

あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
イ

デ
ア
や
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
教
育
総
務
課　

教
育
総
務
係

☎（
62
）５
６
７
７

町
公
用
車
運
転
業
務

嘱
託
職
員
等

　

町
総
務
課
で
は
、
次
の
と
お
り
嘱

託
職
員
ま
た
は
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員　

町
公
用
車
運
転
業
務　

１
名

▼
資
格
要
件

・
二
種
運
転
免
許
ま
た
は
普
通
運
転

免
許
所
有
者
で
通
勤
で
き
る
人

・
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
で
65
歳

以
下
の
人

▼
勤
務
条
件

猪
苗
代
町
嘱
託
員
の
任
用
等
に
関
す

る
規
則
、
ま
た
は
猪
苗
代
町
臨
時
職

員
の
雇
用
に
関
す
る
規
則
に
よ
る
。

ま
た
、
運
転
業
務
の
た
め
変
則
勤
務

と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
手
続
き　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写
真

貼
付
の
上
、
７
月
31
日（
月
）ま
で

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
履

歴
書
は
総
務
課
に
備
え
付
け
て
あ
り

募
　
集

意
見
箱

宮澤　重正さん

☎（66）3995
（下舘）

７月 26 日（水）～８月１日（火）

福
　
祉
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育相談を行っています。お気軽にお
問い合わせください。
●対象　乳幼児から成人の方
●開催日　月曜日、水曜日、金曜日
　午前９時～午後４時
問県立視覚支援学校（福島市）
☎ 024（534）2574

ひとり親家庭の就職活動を
サポートします
　
　ひとりで子育て中のお父さん、お
母さん、仕事探しに困っていません
か？
　会津保健福祉事務所では、ひとり
親家庭の人の就職活動を無料でサ
ポートしています。ひとりで抱え込
まず、お気軽にご相談ください。
問会津保健福祉事務所　児童家庭支
援チーム　
☎（29）5278（平日午前８時 30 分
から午後５時まで）

出産や手術で大量出血等を
された方へ

　特定フィブリノゲン製剤及び特定
血液凝固第 IX 因子製剤による C 型
肝炎感染被害者を救済するための給
付金の支給に関する特別措置法（略
称：C 型肝炎特別措置法）に基づき、
1994 年頃までに出産や手術による
大量出血などの際に、特定の血液製
剤を投与されたことにより、C 型肝
炎ウイルスに感染した方は、国と和
解をしたうえで給付金を受けること
ができます。この給付金の支給を受
けるためには、平成 30 年 1 月 15
日までに国を相手とする裁判を提起
する必要があります。詳しくは、下
記の相談窓口にお問い合わせくださ
い。
問厚生労働省フィブリノゲン製剤等
に関する相談窓口
☎ 0120（509）002

し、金融機関で確認を受けた納付書
送付依頼書を県税部に提出して行い
ます。
　なお、詳しいことは、下記までお
問い合わせください。
問県会津地方振興局県税部　課税第
一課　事業税チーム　　　　　　　
☎（29）5251

 

　猪苗代支援学校ボラン　
　ティア講座受講生募集

　猪苗代支援学校では、教員や保護
者の話を聞いたり、行事のお手伝い
をしていただいたりして、障がいの
ある子どもたちの活動を支援するボ
ランティア養成講座の受講生を募集
します。
　ボランティアに興味のある人であ
れば、学生や社会人などどなたでも
参加できます。ボランティアが初め
ての人でも、本校の教員がサポート
いたしますので、経験がない人でも
安心してご参加いただけます。
　皆さんのご参加をお待ちしており
ます。
①開催日　７月 22 日（土）　午前９
時 45 分～午後２時 30 分（受付：午
前９時 30 分）
②開催日　10 月 14 日（土）　午前
９時 15 分～午後２時 15 分（受付：
午前８時 50 分）
問県立猪苗代支援学校
☎（62）5083

　視覚に障がいのある方を
　対象にした教育相談

　県立視覚支援学校では、疾病など
による視機能低下（著しい視力低下
や視野狭窄、視野欠損など）で、就
学や進学、就労にお困りの方への教

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
29 年 28 年 29 年 28 年 29 年 28 年

窃盗犯計 16 20 3 12 8 7
空き巣 2
金庫破り 1
事務所荒らし 1
出店荒らし 1
倉庫荒らし 1
侵入盗その他 4 2
置引き 4 1
車上ねらい 3 2 1 2 1
部品ねらい 1
脱衣場ねらい 3 1
自販機ねらい
万引き 2 1 1
職場ねらい 2 1
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 3 2 5 2 4
非侵入盗その他 ３ 1 １ 2
自動車盗 1
オートバイ盗
自転車盗 ２ ２
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1
詐欺・横領

遺失物等横領
器物損壊 1 1 1 1

その他の刑法犯 1 1 1
総　計 19 22 4 13 8 8
増　減 -3 -9 0

講　　座

７月 10 日～８月末の窓口業務延長日は
７月 18 日と８月８日、22 日です編

集
後
記

　

町
で
は
「
都
市
鉱
山
か
ら

つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
メ
ダ
ル
約
５
千
個
を

全
国
各
地
か
ら
集
め
た
リ
サ

イ
ク
ル
材
で
作
る
そ
う
で
す
。

私
も
以
前
使
っ
て
い
た
携
帯

電
話
を
探
し
て
み
ま
す
。
ハ

テ
サ
テ
、
ど
こ
に
し
ま
っ
た

か
な
ぁ
。（
半
澤
）

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

問総務課　行政管理係　☎（62）2111

暮らしの情報広場

　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ジからのダウンロードや郵便請求も
可能です。詳しくは下記まで問い合
わせてください。
問【消防職員】会津若松地方広域市
町村圏整備組合消防本部　総務課総
務グループ　☎（59）1400
http://www.119-aizu.jp
問【行政職】会津若松地方広域市町
村圏整備組合事務局　総務課総務係
☎（24）6311
http://www.aizu-kouiki.jp

　個人事業税の納税を
　お忘れなく！

　個人事業税は、県内に事務所・事
業所を設けて、物品販売業や不動産
貸付業など、一定の事業を営んでい
る人に納めていただく県の税金です。
　会津地方振興局県税部から送付さ
れる納税通知書により、年税額を８
月（第１期分）と 11 月（第２期分）
の２回に分けて納めることになって
います。
　ただし、年税額が１万円以下の場
合には、８月（第１期分）に一括し
て納めることになります。

　　　お勧めします！
個人事業税の口座振替納税

　個人事業税については、便利な口
座振替の制度があります。
　手続きは、納税通知書に同封の預
金口座振替依頼書を金融機関に提出

　消防職員と事務局職員
　を募集
　
　会津若松地方広域市町村圏整備組
合では、平成 30 年度採用予定の消
防職員および事務局職員（行政職）
を募集します。
●採用職種・採用予定人数
▷消防職員　４名程度
▷事務局職員（行政職）　１名程度
●受験資格

【消防職員】高校卒業程度の学力を
有し、平成２年４月 2 日から平成
12 年 4 月 1 日までに生まれた者。
身体の基準は、身体強健な者。

【行政職】高校卒業程度の学力を有
し、平成２年４月２日から 平成 12
年４月１日までに生まれた者。
●職務内容

【消防職員】消防署などにおいて、
警防、予防、救急などの業務に従事
します。男女とも原則として深夜業
を含む交代制勤務です。
●受付期間　
７月 12 日（水）～８月 10 日（木）
※郵送の場合は、８月８日（火）の
消印まで有効
●一次試験日　９月 17 日（日）
●試験会場　会津大学
●試験内容

【消防職員】教養試験と体力試験
【行政職】教養試験

●試験申込書の請求
　受験申込書は消防本部、消防署、
分署などで交付します。ホームペー

募　　集

福　　祉

税　　金

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 29 年５月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！息子を装い、お金をだまし
取る詐欺が増えています。話の中で、お金の手渡し・
振り込みの指示があったときは、すぐに家族や知人か
警察（110 番）に相談してください。

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな効果があり
ます。助手席、後部座席も着用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず夜光反射材を身に
着けましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 29 年 平成 28 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 19 22 -3 -13.6
磐 　 梯 　 町 4 13 -9 -69.2
裏 　 磐 　 梯 8 8 0 0.0

　　　計 31 43 -12 -27.9

死亡事故 0 1 0 0 0 0
増　　減 -1 0 0
人身事故 25 21 5 6 0 4
増　　減 4 -1 -4

町の人口

   今月の納期
（納期限７月 31 日）

●固定資産税   第２期分

●国民健康保険税

 　　　　　　　 第１期分

●介護保険料   第１期分

●上下水道使用料 

　　　　　　　    ７月分

  29 年６月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　14,536 人
　　世帯数　　　  4,965 戸
　　出生　  7 人　  転入　 47 人
　　死亡　19 人  　転出　 40 人

お知らせ
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【材料】４人分
・新玉ネギ  1/2 個・インゲン  ４本・キュウリ  1/2 本・
パプリカ  1/2 個・トマト  １個・レタス  80㌘・ニン
ニク  １片・豚ひき肉  80㌘・サラダ油  小さじ１

・Ａ｛酢  小さじ２・しょうゆ  小さじ２・コショウ  少々｝
【作り方】

①玉ネギ、パプリカは薄切りにする。キュウリは輪切
り、レタスは一口大にちぎる。トマトはくし型に切る。
② ニンニクをみじん切りにする。
③ フライパンに油を熱し、②と豚ひき肉をカリカリ
に炒め、Ａの調味料を加えひと煮立ちさせる。
④①を器に盛り、粗熱をとった③をかけて出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 88㌔㌍、塩分 0.5㌘

夏野菜のそぼろサラダ
（高血圧予防メニュー）

■一口メモ■
　香味野菜を使用することで、少ない塩分でおいしく食べることができます。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 241

齋藤　紗
す ず

さん（５年）

「楽しい昆虫の
　せかい」

アリやアリジゴクの巣の様
子を描きました。アリの巣
の中にいる女王アリや、ア
リに育てられるクロシジミ
など、細かいところまで上
手く描けました。中神　陽

よ う た

太さん（３年）

みんなの美術館
７月は千里小学校のお友達の作品です

「観音寺川の
　桜を見たよ！」

家族で見に行った観音寺川の桜
並木を描きました。工夫したの
は、川の流れや桜の木の周りの
草をいろいろな色を使ったとこ
ろです。


